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共創ネットワーク

　2020 年度から、大学入試が変わります。現行のセン

ター試験が廃止され、「大学入学共通テスト」が実施さ

れる予定です。これに伴い、従来の択一式問題に加え

て、記述式問題が導入され、多様な観点から評価される

ことになります。このような変化に対して、子どもたち

はどのように対応していくべきでしょうか。小学校や

中学校などでどのように準備しておくべきか、検討し

ます。

□記述式問題の導入

　2020 年度から実施される「大学入学共通テスト」で

は、「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」を評価す

るために、大学入試センターは、国語と数学において記

述式問題の導入を検討しています。国語は 80 ～ 120 字

程度の記述式問題を含め３問程度、数学は数式・問題

解決の方略などを問う問題３問程度が出題される予定

です。また、2024 年度からは、地理歴史・公民分野と理

科分野においても、記述式問題が導入される予定です。

この流れを受けて、高校入試や中学入試においても、記

述式の問題を採用した学校が出てきています。また、学

校教育の現場では、この変化に対応するために、小学校

低学年から「主体的・対話的で深い学び」を取り入れ、

教師が一方的に授業を行うのではなく、生徒同士の主

体的な関わりや対話を推し進めて思考力や表現力を育

むという動きも見られます。

　記述式の問題には、知識の暗記だけでは対応できま

せん。問題の内容をしっかりと読み取り、思考し、また

論理を組み立て、相手に伝えることが求められます。こ

れらの能力を身につけるためには、日常的なトレーニ

ングが必要です。まずは、ニュースの内容を自分の言葉

でまとめて文章にしてみる、感想や意見をだれかと共

有し合うなど、自己表現の場をつくり、練習を積んでい

くことが大切です。

□英語の４技能評価への転換

　英語については、現行のセンター試験では「読む」、

「聞く」の２技能のみが評価されていますが、2020 年度

以降は「読む」、「聞く」、「書く」、「話す」の４技能を評価

する体制に変わります。2023 年度までは、「読む」、「聞

く」の２技能に特化した「大学入学共通テスト」と４技

能を評価できる外部の認定試験を併用する予定で、各

大学は一方もしくは両方を活用することができます。

そして 2024 年度からは、評価基準は認定試験のみにし

ぼられる予定です。

　では、どの程度の技能が必要になるのでしょうか。中

央教育審議会では、小・中・高等学校における到達レ

ベルの指標を、聞くこと、読むこと、話すこと（やりと

り）、話すこと（発表）、書くことに区分して提示してい

ます。例えば、小学校では、アルファベットの文字や発

音の認識、簡単な挨拶、ごく短い文の表現・理解など、

中学校では、日常生活における簡単な文章の理解・表

現、身近な話題について自分の意見やその理由を簡単

に話すことなどを目標と定めています。今後の試験の

変化に対応するためにも、これらの指標を参考に、さま

ざまな技能を育む総合的な学習をコツコツと進めてい

くことが必要です。

　「大学入学共通テスト」への移行に伴い、「知識・理解」

だけではなく多面的な技能が求められるようになって

います。それらは一朝一夕で身につけられるものでは

ありません。大学入試間近になってあせることがない

よう、小・中学生のころから少しずつ準備していくこ

とが大切です。（文／学林舎編集部）
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高校入試について考える

　公立高校入試において、以前は総合選抜が各地で採

用されていました。しかし、いくつかの問題が指摘され

たことにより、現在では全国的に廃止され、単独選抜に

移行しました。今回は、それぞれの選抜制度のメリット

とデメリットを紹介します。

□総合選抜

　総合選抜とは、学区内の定員すべてを合格者として、

居住地や学力などによって、合格者を各高校に振りわ

ける制度です。学校間の学力格差を解消することが目

的のひとつでした。学区内の定員に入るのに十分な成

績を取ることさえできれば、その学区内のいずれかの

高校に入学できるため、受験競争が過熱することはあ

りませんでした。ほぼ確実に地元の公立高校に進学で

きるため、高校入試対策に時間をかける必要がなく、生

徒はゆとりのある中学校生活を送ることができます。

　一方、学校間の学力格差は少ないものの、ひとつの学

校の中では生徒間の学力の差が大きくなる傾向があ

り、授業についていけない生徒が増えたり、学校内の競

争が低レベル化したりするなどの問題点がありまし

た。また、学区単位で合格者を決めて、そこから学力優

先方式や居住地優先方式によって生徒を各高校に配分

するため、受験者にとっては、発表されるまで自分がど

の高校に行くかわからないというデメリットもありま

す。

　これらの問題点を考慮して、現在ではすべての都道

府県で総合選抜は廃止されました。

□単独選抜

　単独選抜は、学校ごとに入学者の選抜を行う一般的

な入試制度で、受験者は自分の行きたい高校を選んで

受験することができます。つまり、受験者が主体的に高

校を選ぶ制度です。人気のある高校の受験者数が多く

なる傾向があり、合格難易度は年度によって変動しま

す。自分の好きな高校を指定して受験するため、生徒は

真剣に受験勉強に取り組むでしょう。その結果、各地区

において総合的に生徒の学力レベルが上がります。総

合選抜では、学力の高い生徒が自分のレベルに合った

公立高校を受験できず、進学実績が思うように得られ

ないデメリットがありましたが、単独選抜では自分の

レベルに合った高校を受験することができ、進学に向

けて安心して学習を進めることができます。学校側に

とっても、学校内の生徒の学力にばらつきが少ないこ

とにより、指導がしやすくなるメリットがあります。

　一方で、不合格になるリスクは総合選抜より高くな

ります。総合選抜であれば近くの他の高校に進学でき

ていたかもしれない生徒も、単独選抜では不合格に

なってしまう可能性があるので、公立高校に入れな

かった場合に備えて、私立高校も併願で受験する生徒

が増えています。私立高校は受験費用が高いため、家庭

への負担が大きくなります。また、総合選抜と比較し

て、学校間の学力格差が生じやすく、エリート校と底辺

校が形成されやすくなります。この差は世間の風評と

受験産業がつくりあげた情報によって固定化される傾

向があります。このため、より上位の高校を目指そうと

して受験競争が激化し、ゆとりのある中学校生活を送

ることができないといったデメリットもあります。

　このように、単独選抜制度にもメリットとデメリッ

トがあります。そのため、通常は単独選抜では１校しか

受験できませんが、第２志望まで選べる複数志願制度

を採用するなど、各地区で工夫が進められています。

　　　　　　　　　　　　　　　（文／学林舎編集部）
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学習の行き先

「デジタル教科書」
2020年度導入へ

　教科書をタブレット端末等に収めた「デジタル教科

書」は、現在は副教材の扱いとなっていますが、文部

科学省は、2020 年度以降の次期学習指導要領の実施

に合わせて、デジタル教科書を正式な教科書として扱

う方針を示しています。デジタル教科書はどのような

ものになるのでしょうか。

□デジタル教科書の内容・教科書検定について

　2016 年 12 月に報告された、有識者による「デジタ

ル教科書」の位置づけに関する検討会議の最終まとめ

において、デジタル教科書の内容・範囲は次のように

整理されています。

・紙の教科書とデジタル教科書の学習内容 ( コンテン

ツ ) は同一であることが必要

・紙の教科書を基本としつつ、デジタル教科書によっ

て学びの充実が期待される教科の一部 ( 単元等 ) の学

習において特別の教材としてデジタル教科書を位置づ

けることが適当

・紙の教科書による学習が困難な障害のある児童生徒

のうち、デジタル教科書の使用による学習が効果的で

ある児童生徒に対しては、より積極的な使用を可能と

することが望ましい

　また、デジタル教科書は紙の教科書と同一の学習内

容とすることから、改めて教科書検定を経る必要はな

く、動画や音声等についても、検討を行うことが困難、

かつ、必ずしも適当ではないことから、基本的には検

定を経ない教材として位置づけることが適当とされて

います。

　つまり、デジタル教科書は、紙の教科書との併用が

基本で、通常は紙の教科書を使用し、学習内容等に応

じてデジタル教科書を使用することが認められます。

デジタル教科書は、検定を経た紙の教科書を前提とし

て制作され、児童生徒の操作によって文字色や背景の

変更、拡大などはできるものの、通常、紙の教科書と

同じレイアウトであることが基本とされるようです。

□デジタル教科書と教科書採択・

　教科書無償給与制度について

　デジタル教科書の使用は、教科書採択の権限を有す

る教育委員会が決定し、その判断によって特定の学校

や教科等での使用が可能になります。義務教育で使用

する教科書は、本来は無償であることが望ましいが、

紙の教科書とデジタル教科書の両方を今すぐに無償に

するのは困難といわれています。そこで、デジタル教

科書の使用を希望する自治体において、すべての児童

生徒が使用できるよう経済的支援もふくめたとり組み

が必要になります。また、障害のある児童生徒に、よ

り積極的な使用を認める場合には、法令上の措置もふ

くめて検討することが必要とされています。なお、中

長期的には、紙の教科書とデジタル教科書のいずれか

を選択する制度の導入の検討と併せて、紙の教科書と

デジタル教科書のいずれか一方、または両方を無償に

することが望ましいと考えられています。

　2020 年度以降にデジタル教科書が導入されても、

当面は紙の教科書との併用になるため、学習環境はこ

れまでとあまり変わらないかもしれませんが、教師の

指導力や授業の手法によっては、学習効果が見込まれ

ます。デジタル教科書の導入には、タブレット端末の

準備や学校内のネットワーク環境の整備等が必要にな

りますが、教師の指導力の向上も重要になると思われ

ます。（文／学林舎編集部）
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　プロ野球北海道日本ハム・ファイターズの大谷翔平

選手がメジャーリーグを目指します。高校卒業後すぐ

にメジャーリーグ挑戦を表明しましたが、日本ハムか

らドラフト指名を受け、日本のプロ野球経由でメ

ジャーリーグを目指すことを選択しました。そして今

シーズン終了を受け、先週正式にメジャーリーグ挑戦

を表明しました。

　現在大谷選手が所属している日本ハムは、パシ

フィックリーグに属していますが、指名打者制を採用

しているので、通常ピッチャーが打者としてプレーす

ることはありません。ですのでこれまでは、ピッチャー

としての出場しない試合に打者として出場してきまし

た。アメリカのメジャーリーグでも、アメリカンリーグ

は指名打者制ですので、アメリカンリーグのチームに

入ると、打者として出場する機会は日本ハムほど多く

はないかもしれません。ナショナルリーグはセリーグ

と同様指名打者制ではないので、ピッチャーとして出

場する際は、先発なら必ず打席が回ってきますので、

ピッチャーでも打つ機会も出てきますから、恐らくナ

ショナルリーグのチームの方が大谷選手を獲得する価

値が高そうです。

　ところで、以前大谷選手はスキージャンプの高梨沙

羅選手とテレビ番組で対談した際、もし生まれ変わっ

たらどんなスポーツをしたいか、という質問に、“せっ

かく生まれ変わるならアメフトをしてみたい ”と答え

たそうです。今から大谷選手がアメリカンフットボー

ルをする、ということは現実的ではないにしても、アメ

リカでは高校、そして大学もスポーツはシーズン制で

すので、一年間を通して一競技だけし続けることはで

きません。春、秋、そして冬と、最大で 3競技に参加する

ことができます。例えば、春に野球をして秋にアメリカ

ンフットボール、そして冬はバスケットボールをする

ということです。現在 NFL シアトル・シーホークスで

エース QB のラッセル・ウィルソンは、MLB テキサス・

レンジャーズとも契約（実際プレーをしていません）し

ています。もしレンジャーズがラッセル・ウィルソン

をシアトル・マリナーズにトレードをしたら、春から

秋は MLB、秋から冬は NFL と掛け持ちをする、というこ

とも実現するかもしれません。

　以前私がインターンコーチで参加したフロリダ大学

のアメリカンフットボールチームには、ジェフ・デン

プスという選手がいました。彼は春に陸上短距離、秋は

アメリカンフットボールをしていました。そして学業

でも優秀で、いわば三刀流をこなしていました。また、

ボランティア活動にも積極的に参加し、四刀流を実践

していました。年間を通して色々な活動に参加する意

義について、一度デンプスに質問したことがありまし

た。“色々な機会があるのに、一つのことしかしないの

はもったいない。機会を無駄にせず色々なことにチャ

レンジすることで、人間力は高まっていく！”と話し

ていました。そして“ 時間がないことを言い訳にしな

い、そこが重要なキーワード ”とデンプスは強調して

いました。

　メジャーリーグにはアメリカ以外からの国からもた

くさんの選手が参加しています。しかし最も多いのは

アメリカの選手です。彼らがどのようにして人間力を

育んできたのか、厳しいプロ野球の競争社会では、むし

ろ“ バッターボックスの外 ”に出たとき、はじめて見

えることもあるのかもしれません。日本という“Box”

の外に出て違った価値観に触れ、大谷選手のさらなる

飛躍を期待します。　（つづく）

吉田良治さん Blog

http://ameblo.jp/outside-the-box/ 

野球二刀流の大谷翔平選手から
見える人間力
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